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１．研究計画の概要
(1) ウィーン売買条約（CISG）の正確な内在
的理解に重点を置いた解釈論的検討を，
UNIDROIT 国際商事契約原則や日本の債権法
改正と比較検討しつつ行う。
(2) CISG は，国際商取引において生成しつつ
ある《共通私法》の基軸的地位を占めており，
《共通私法》の文脈に位置づけて理解しなけ
ればならないところ，そのような《共通私法》
として特に国際商業会議所（ICC）等が制定
する「援用可能規則」と「モデル契約書」も
取り上げ，CISG の規範内容との比較検討を行
う。

２．研究の進捗状況
(1) CISG の内在的理解

以下の①～③の課題に重点的に取り組ん
で成果を公表した他，海外で出版される英文
注釈書の執筆（「物品保存義務」の規律につ
いて担当），国連国際商取引法委員会
（UNCITRAL）が CISG に関する裁判例等を分
析して公刊する Digest の編集委員に就任し
ての活動（「危険移転」の規律について担当）
を行っている。

①CISG の適用範囲及び規律事項
CISG の発効に伴って，その適用範囲・規律

事項の明確化が急務であるが，それに関連し
て適用範囲に関する種々の誤解の是正，CISG
第 5条に関する CISG-AC 意見草案の執筆など
を行った。

②契約締結プロセスの規律
CISG における契約締結プロセスの規律及

び 契 約 解 釈 に 関 す る 規 律 を ， favor
contractus 原理とも関連づけつつ，包括的に
研究し，成果を公表した。

③契約責任の体系的構造

CISG に特徴的である，過失責任主義及び履
行不能概念の否定のインパクトを解明する
ため，特に瑕疵担保責任の不存在の構造的要
因についての研究成果を刊行しており，続稿
として危険負担についても研究を進めてい
る。また，CISG における favor contractus
原理が契約責任に与える影響について研究
し，特に日本の債権法改正における議論と比
較して，CISG がやや不徹底であることを解明
し，口頭報告を行い，その論文は現在印刷中
である。
(2) 共通私法の生成

①ICC
ICCにおけるIncotermsの規律をCISGとの

比較において検討した他，Incoterms の改訂
過程について若干の聞き取り調査を行った。
平成 22 年に予定していた ICC 本部の関係者
とのインタビューは，関係者の急病のためキ
ャンセルせざるを得なかったが，平成 23 年
度に実施する予定である。

②UNCITRAL
国連国際商取引法委員会（UNCITRAL）の第

６作業部会に日本政府代表として継続的に
出席する機会を得たことから，UNCITRAL にお
ける共通私法の生成過程を直接に観察する
ことができた。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
最終年度となる平成 23 年度は，おおむね

とりまとめの期間とすることができる程度
に研究が進んでいる。ICC 関係の検討につい
てはやや遅れ気味であるが，大幅な遅れとい
うわけではない。

４．今後の研究の推進方策
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(1) CISG の内在的理解
これまでの研究を継続し，残された課題

（危険負担等）についての検討に区切りをつ
けたうえで，とりまとめを行う。
(2) 共通私法の生成

ICC のインスツルメントの検討を，
Incoterms から広げるとともに，インスツル
メント作成過程についての実態について関
係者からの聞き取りを行ったうえで，とりま
とめを行う。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
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